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Amir Tsarfati 氏 中東時事アップデート 2019 年 1 月 5 日公開 

カリフォルニア・アーバインより 

（日本時間 1 月 6 日 12:00～＝米西部時間 1 月 5 日 19:00～） 

………………………………………………………………………………………………………… 

カリフォルニアのアーバインより、こんばんは。アミール・ツァルファティです。週に一度の中東時事

アップデートを行います。 

私は、文字どおりカバンの上に座っていて、間もなくホテルを出て、ロサンゼルス空港へ向かいます。

そこから東京に向かってその後飛行機を乗り換え、フィリピンのマニラへ向かって、ミニストリーツア

ーを継続します。 

つい先ほど、ここカリフォルニアのサンタアナで、Proximity 聖書預言カンファレンスから帰って来たと

ころです。とても素晴らしいカンファレンスでした。会場は満員で、1600 人は来ていたと思います。さ

らに、何十万人という人たちが世界中で視聴していました。 

His Channel や、Behold Israel、また、Jack Hibbs の…名前を忘れました。すみません。 (Real Life with 

Jack Hibbs) 

また、講師たちも素晴らしくて、Barry Stager 牧師はとても良いメッセージをされましたし、Jan Markell

も素晴らしかったし、Jack Hibbs 牧師も素晴らしかったです。 

私は、「The Great Separation/ 大いなる別離」についてメッセージしました。 

もうすでに、Behold Israel のフェイスブックページに上がっていますし、後
のち

ほどユーチューブにもあげ

ますので、皆さん、ぜひご覧ください。 

これは、主が私の想いの中に置かれた、素晴らしいメッセージで、信者の、この世との大別離について

です。別離は、どのように始まったか。実際それは、悪いことから始まりました。完璧な世界から、罪

人が取り除かれ、それが良いことへと変革し、信者が、邪悪な世界から取り除かれます。 

ですから皆さん、ぜひ、というより His Channel で、カンファレンスの全てをご覧ください。あれは、

最も素晴らしいカンファレンスの一つで、とても良かったです。 

また、様々な州から人が訪れていたのもとても良く、私は嬉しく思います。 

では、お祈りから始めて、中東アップデートに入りましょう。 

 

お父様。ここまでたどり着けたことに感謝します。アメリカにたどり着けただけでなく、毎晩、なんと

か数時間は眠ることが出来て、体内時計も大丈夫なだけでなく、さらに、今日の素晴らしいカンファレ

ンスで、私たちはあなたの御霊を感じました。今日、あなたの御言葉が栄光を受けました。あなたは、

あなたの御言葉を、あなたの御名以上に高めておられることを、私たちは知っています。 

ですからお父様。あなたに感謝します。あなたは私たちの中におられ、イエスの御名が唯一の道であり、

真理であり、いのちであると宣言されました。 

お父様。私達は、今から中東時事を見てゆきます。どうか、イエスが彼の民のために すぐに戻って来ら

れることに、私たちがさらに励まされますように。 

あなたに感謝し、あなたを祝福します。 

イエスの御名によって祈ります。アーメン。 
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アーメン。 

皆さん、シャローム。アミール・ツァルファティです。カリフォルニアのアーバインから、ライブを行

なっています。この後、フィリピンのマニラへ行くため、国際空港へ向かいます。 

 

今日は、ロシアについて、イランについて、それからエジプトについて、ブラジルについて、他は、イ

スラエルについて、ヨーロッパについて、ホンジュラスについて、その他、お話しします。 

 

まず数日前に、テヘランの人々は、町中で、ものすごい悪臭を感じました。 

直ちに、イスラエルが化学兵器攻撃を行なったと噂
うわさ

が広まりましたが、発見されたのは、ただ、あちら

の主要下水管の破裂で、 そのため町中に下水が溢
あふ

れ、それが悪臭の原因でした。彼らは、私たちがあち

らの雲を盗んだため、雨が降らないのだと言って、私たちを責めました。今度は、彼らの下水管が崩壊

したのも、イスラエルの責任になるのでしょうか。 

そして興味深いのが、野党の指導者の発言です。 

「イランは、イスラエルを滅ぼしたいのに、自分の下水管も修理出来ない！」 

とても興味深いです。私たちは何も言っていませんよ？私たちは、責められる事には、すっかり慣れて

しまいましたから。太陽が輝いても、夜の月でさえ、何でも彼らの気に触
さわ

れば、全て、イスラエルの責

任です。これが、テヘランで起こっている面白い出来事です。 

私がおかしいと思ったのは、何十億ドルとテロリストにつぎ込んでいる国が、自国の生活基盤という、

基本中の基本を維持することも出来ないのです。 

 

皆さん、昨日、ロシアの防衛省が、シリアで、ロシアが達成したことのリストを公開しました。これが

非常に興味深くて、ロシアは、現在、グラグラです。戦争の戦利品はなく、石油価格は、1 バレル＄45

近く、あちらで起こっている内戦を、彼らは止めることが出来ていないのです。スンニ派、シーア派、

反政府勢力に、クルド、トルコ、イランです。 

今は、イスラエルのことは忘れてください。 

今は、シリアの中にいる、全ての要因の話です。そしてロシアは、最近、不満に思っています。もちろ

ん、アメリカのイランに対する制裁がありますから、彼らはイランと商売する事も出来ないのです。何

十億ドルという取引が、アメリカの制裁のために取り消されました。石油精製の取引や航空機販売の取

引は、アメリカの制裁によれば、部品の 10％以上がアメリカ製である場合、それをイランに売ることは

出来ません。彼らが売ろうとしていたロシアの飛行機でさえ、そのうち 100 個の部品、10％以上がアメ

リカ製であったため、彼らはイランに売ることが出来なかったのです。信じられません。 

ですからロシアは、激怒しています。彼らは、イランと商売していませんから。 

ロシアは激怒しています。シリアの戦利品が、彼らの手に入りませんから。 

彼らは激怒しています。シリアが、まだ安定していませんから。非常に興味深いです。 

そこで彼らは、いつものように事業を放送しようとして、自分達の達成したことを、何とか見せつけよ

うとしましたが、 彼らの言い分を見てください。これが、ものすごく興味深いのです。昨日、ロシアの

防衛省が発表したもので、 彼らは、次のように言っています。 

「68,000 人の我々の兵士たちが、シリアで訓練された。」 
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彼らは、シリアを、自分たちを向上させるための場として見ています。 

それから彼らは、こう言っています。 

「450 人の将官たちが、シリアで司令技術を磨いた。」 

それからこれ、見てください。 

「300 種類の異なる武器が、シリアで実験された。」 

一つ、皆さんにお伝えしますと、ロシアによる民間人の大虐殺は、少なくとも 321 件です。 

彼らは病院を含む、民間人の居住地域に爆弾を落とし、その地域に住む反政府勢力を早急に降参させよ

うとしました。ですからロシアは、自分たち自身と彼らの武器産業が、シリア国内で発展していること

を自慢しているのです。それだけでなく、彼らがシリア上空で、超音速機やその他、彼らの爆撃機の実

験を行なっていたことも、我々は知っています。 

シリアは、ロシア軍の遊び場になっています。 

興味深いのは、ロシア軍はまた、何千人もの民間軍隊員を採用しています。ヴァグナー民間軍事兵です。

いつでも、困難でリスクの高い任務があれば、ロシア軍は、彼らを送り込みます。民間人を惨殺するよ

うな時は、必ず彼らが送り込まれます。軍隊として、彼らがジュネーブ条約に応じる必要がないように、

傭兵にそれをさせるのです。ところで、私がアメリカにいる間に聞いたのですが、おそらく、それがト

ランプ大統領のシリア撤退の背後にあるのだろうということです。基本的に、彼は、傭兵に後を引き継

がせるのです。 

そうすれば、ロシアがしているように、ジュネーブ条約に応える必要がなく、好きな事が出来ますから。

傭兵とアメリカ軍を戦わせることは出来ませんから。それは、上手く行きません。なぜなら、アメリカ

軍はジュネーブ条約の対象となりますから、当然、彼らには、出来ない事がたくさんあります。それに

対して、傭兵は、彼らの望む事が何でも行えます。 彼らは、国ではありませんから。そこで、ドナルド・

トランプは決断したのです。 

「私の兵士達を撤退させて、イラクに空軍基地を設けよう。そこから、もっと多くの事が行える。また

同時に、私はあの地域を去らず、民間戦士をあちらに置こう。彼らは、ジュネーブ条約や何かに応える

必要がない。」 

ですから、あちらで起こっている事は非常に興味深いです。 

ところで、皆さん、お気づきかどうか分かりませんが、あちらは現在、少々静かです。 

1 週間半前、私たちは、シリアで事態が崩壊すると思いました。あちらでは現在、ロシアとイランの間に

たくさんの分派があって、特にデリゾールの砂漠地帯では、アメリカがシリアを撤退した翌日に向けて、

イランが準備をしています。彼らはとにかく、テヘランからベイルートへの陸橋を創りたいのです。し

かし、それはまだ出来ていません。アメリカが、まだそこにいますから。 

トランプ大統領は、直ちに全員を撤退させるべきではない、2〜4 ヶ月に分けて少しずつ行うべきだ、と

説得されました。その間に彼は基本的には、軍人を民間の警備会社に置き換えます。とても興味深いで

す。 

 

次に、イランは、さらにどんどん場所を占領しようとしています。そして、先ほども言いましたように、

ロシアと、バッシャール・アル＝アサドの軍隊の分派があちらにはいて、彼らは言っています。 

「ちょっと待て！我々がここで戦って、今、お前たちが来て持って行こうというのか。だめだ！我々の
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ものだ。」 

ところで、イランはまた、スンニ派の住民を取って彼らをシーア派に改宗させているのです。とても興

味深いです。道中でイランは、シーア派イスラムを拡散しようとしていて、彼らは、どんどんムスリム

たちを、彼らの隊列に採用しているのです。これが現在、彼らの行
おこな

っていることです。 

 

次に、エジプトの大統領アッシーシー。 

詩篇 83 について、多くの人に聞かれますが、私は、いつも彼らに言います。詩篇 83 章は、完璧な形で

イスラエルの独立戦争を描写しています。我々の周辺諸国全部について告げていて、彼らが我々に戦争

を仕掛ける理由について、戦争の終わり方についても告げています。これが、将来の出来事だという人

たちがいますが、それなら、それはいつですか？ 

エゼキエル戦争が次の戦争であるなら、詩篇 83 の戦争はいつ起こるのですか？ 

ロシアが敗北し、イランもその他も敗北し、反キリストが支配しているなら、もはやイスラエルを攻撃

するアラブ人はいませんよ。 

それよりも、反キリストがエルサレムで支配している時、他でもなくゼカリヤ戦争で、全世界が攻めて

来ます。ただ、皆さんにお伝えしておきたいのは、それ以上にエジプトは、 どんどんイスラエルと親し

くなってきています。 

エジプトは、イスラエルの石油とガスを買っているだけでなく、エジプトの大統領アッシーシーが、公

に認めました。これは非常に異例な事ですよ？ 

「イスラエルとエジプトは、シナイでの ISIS との戦いにおいて、多大な共同協力関係にある。」 

ムスリム・アラブ諸国にとって、イスラエルが、彼らを助けていると認めるのは容易なことではありま

せん。特にエジプトは、長年ずっとイスラエルの苦々しい敵だったのです。 

ということで、エジプトがイスラエルからガスや石油を買っているだけでなく、エジプトは実際に、テ

ロとの戦いにおいて、イスラエルの助けに頼っています。 

ところで、テロは継続していて、先週は、ピラミッドの近くでツアーバスを攻撃しました。 

昨日は、コプト派の教会の隣に爆弾があって、それを開いた警察の何人かが負傷しました。 

アッシーシーには、対処しなければならない、国内テロがあるのです。私は、パレスチナ人の世話をす

る前に、自分の家の世話をするべきでは？と言いたいですね。 

以上は、我々の近隣の話で、それ以外にも、興味深いことが起こっています。 

 

ホンジュラスが、大使館をエルサレムに移転します。 

イスラエルの首相はブラジルの大統領就任式で、ブラジル滞在中に、ホンジュラスの大統領に会い、在

ホンジュラスのイスラエル大使館の移転を決定しました。 

そしてテルアビブ近くの町にある、ホンジュラスの領事館を大使館にして、エルサレムに移転します。 

事実、ブラジルの大統領は、昨日、ツイッターで次のように言っています。 

「イスラエルの首都をどこに置くかを決めるのは、唯一、イスラエル国とイスラエル人だけである。イ

スラエル人にはその権利がある。私は、我々のブラジル大使館を、エルサレムに移転させる決意をした。」 

非常に興味深いです。よく考えてください。ブラジルが、国々の新しいクラブに参加したのです。もは

や、ただ大混乱をもたらすだけの、攻撃的なリベラル左翼政府には全く興味がありません。彼らは、自
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分たちのするべき事をする決意をしました。 

それが現在、イタリアでも、ブラジルでも、オーストリアなど他の場所でも起こっています。興味深い

のが、彼ら全員の共通点は、イスラエルを、大混乱の地域における希望の光として見ているのです。こ

れに頼り、そこから収穫が得ることが出来る、と。 

ということで、新生した福音派であるブラジルの大統領は、決断しました。 

「私は、イスラエル国を祝福したい。 そしてイスラエル首相を祝福しよう。それが正しい事だと私は信

じているから。」 

彼の心に感謝します。彼も、大使館をエルサレムに移転します。 

 

あと 2 つ、お伝えしたいことがあります。ところで、よく考えてみてください。イラン経済は流血して

いて、ロシア経済も流血しています。トルコ経済も流血していて、彼らは、すぐそこで待ち構えていま

す。覚えていますか？エゼキエル書をよく読めば分かりますが、イスラエルは全盛期であるはずで、イ

スラエルは、繁栄していなければなりません。イスラエルは、つい先ほど数字を発表して、2017 年イス

ラエルの GDP（国内総生産）は、3500 億ドルでした。非常に興味深いのは、ほんの 10〜12 年ほど前は、

1150 億ドルです。ですから３倍になったのです。10年以内に３倍です。こんなことは前代未聞です。そ

して GDP で言えばイスラエルは、世界の裕福な国第 20 位にどんどん近づいています。見てください。イ

スラエルは着実に上昇していて、世界で唯一、着々と上昇している国です。 

ロシアは沈みつつあり、イランは沈みつつあり、トルコは沈みつつあるのに。 

これは、エゼキエル戦争のシナリオに、多くを加えます。ですから私たちは、イスラエルの経済が上昇

するのを目にしていて、継続して上昇しています。GDP は 3500 億ドル、対して、我々の周辺諸国、我々

に対して、陰謀を企てている国々は皆、深く沈みつつあります。 

 

これらの事が起こっている間に、パリの「黄色いベスト」は継続していて、すでに 5〜6 週間になります。

今日は大混乱の１日で、彼らはセーヌ川にあったボートを燃やし、それから、車に火をつけ、彼らは諦

めていません。ヨーロッパは、ものすごく混沌とした場所になっています。それはスペインに広がり、 ベ

ルギーなど、他の 2 つの国や地域に広がっています。そして、興味深いことを目にしています。AfD と呼

ばれる、ドイツ国会の右翼政党、 Alternative für Deutschland（ドイツのための選択肢）が、 ドイツ

の政党が、初めて言っています。 

「Dexit をしよう！」 

“Dexit”とは、“Brexit/イギリスの欧州連合離脱”の ドイツ版、ドイツの欧州連合離脱です。「欧州連

合を離脱しよう！」と。皆さん、ヨーロッパが崩壊しています。興味深いです。東ヨーロッパは欧州連

合からは距離を置いていて、イギリスには、欧州連合を脱退する根性がありました。それが今や、ドイ

ツが言っているのです。 

「もうたくさんだ！」 

「あれは邪悪だ！あれは我々に損害を与え、酷い。」 

「我々は、あれに苦しんだ！あんなもの要らない！」 

ヨーロッパは、贖い主を待ち望んでいます。ヨーロッパは、メシアを待ち望んでいます。 

その為、アンリ・スパークが、1950 年代、NATO の議長を務めていた時の、あの発言なのです。彼は、次
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のように言いました。 

 

欧州連合の父、ポール＝アンリ・スパーク（出典:wikipedia より） 

「我々には、今の状況から我々を救い出すものが必要だ。誰かをよこしなさい。神であろうと悪魔であ

ろうと、我々はその人物を受け入れよう。」 

とても興味深いです。よく考えてみてください。ヨーロッパは、その人物を受諾しますよ。ヨーロッパ

は、反キリストの出生地です。私は、それは復興したローマ帝国だと信じています。私のメッセージを

お聞きください。 

「Europe ready for the Antichrist 」 

（日本語版）「『ヨーロッパ』、反キリストの到来のための備えが整いつつある」 

「Europe closer to the Antichrist 」 （日本語版はまだありません） 

その中で、ヨーロッパの全組織を提示していて、彼らの領域から反キリストが興
おこ

るために、 彼らの用意

がどれほど整っているかが、よく分かります。 

 

本当に興味深いです。私たちは、これら全てのことが起こっているのを目にしているのです。ロシアは、

自分達の軍事駐留を強化し、そこは、自分達の軍隊の遊び場だと自慢しています。何千という兵士達、

何百という将官達、何百という武器が、実験されています。 

その中には、核爆弾が搭載可能な超音速爆撃機も含まれています。 

それからエジプトで起こっていることも目にしています。 

基本的に今は、エゼキエル戦争の前夜にあります。今でもこの期間は、「嵐の前の静けさ」と言えるでし

ょう。イスラエルは継続して繁栄していて、我々の敵は、継続して下落しています。あとは、時間の問

題です。 

次に起こるのは、ダマスカスの崩壊です。それが引き金になるのか？その可能性は、かなり大きいです。

そのために必要なことは、ただ、彼らがイスラエルに対して、従来のものとは違う武器を向けるだけで

す。そうすれば、イスラエルはダマスカスを完全に破壊します。 

 

ところで、イスラエルが昨日、言いました。 

「ヒズボラのトンネルを暴くことで、仮に、新たな戦争が起きたとして、レバノン南部を完全に破壊す

る時、我々は、道徳的優位に立てる。」 

我々がそう言う時、私達は、それをレバノンの耳に向かって言っておらず実際には、シリアに向けて言

っています。基本的に、私達はシリアに向かって言っているのです。 
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「もし、あなたがたが我々に対して何かを企むとしても、我々には、全く何の問題もない。 我々は、ダ

マスカスを壊滅し、破壊し、 絶滅させるための、道徳的優位に立つのだ。」 

これが全てです。 

聖書は、イザヤ書 17 章だけでなく、 エレミヤ書 49章でも、ダマスカスについて語っています。ダマス

カスは、破壊されるだけでなく、廃墟になって、人が住めなくなる、と。 

ですから、イザヤ書 46 章で、 

 

9  …わたしが神である。ほかにはいない。 わたしのような神はいない。 

10 わたしは、終わりの事を初めから告げ、“まだなされていない事”を昔から告げ…  

（イザヤ 46:9b-10a “”は訳者補足） 

と、告げていますが、これは、「まだなされていない事」の一つです。 

ダマスカスは、まだ、破壊されていません。しかし、聖書預言によれば、そうなるはずなのです。とこ

ろで、間違ってはいけませんよ？ 聖書預言は、変わるものではありません。 

「我々がこれをすれば、こう変わる。」 

とか。私たちには、預言を変えることは出来ません。 

預言は、神によって与えられた知識の御言葉で、神は、人間が何をし、どのように行動するのかを、 予
あらかじ

め知っておられるのです。我々が何かをする前に、神はすでにご存知です。 彼は、すでにご存知です。

書は、もうすでに書かれています。 

ですから、要点は、神が、モーセにパロのところに行けと言われた時、神はすでに、パロの反応をご存

知だったのと同じで、神はご存知です。モーセは知りませんでしたが。しかし、神はご存知でした。 

神は、これから何が起こるのかご存知です。 

ですから私は、ダマスカスが破壊されない確率がある、と言っているのではなく、ダマスカスは、破壊

されます。あそこは建設されて以来、破壊された事がありません。ですから、これは、今後起こること

の一つです。では、誰がダマスカスを破壊するのか？ 聖書には、それは書かれていません。しかし、イ

スラエルがヒズボラに、 

「我々がしようと思えば、レバノン南部は完全に破壊出来る。我々は、それを行うため、道徳的優位に

あるのだ。」 

と警告する時、基本的にイスラエルは、地域全体に向かって言っているのです。 

「誰であれ、我々に敵対して策略を練るなら、我々は、そのものの場所を破壊するための、 道徳的優位

を得る。」 

私達は、預言が成就されつつあるのを目にしています。我々が、預言を成就させているのではありませ

ん。我々は、見ているのです。 

興味深いのは、イエスは、マタイ 24 章で、いちじくの木を見なさい、と言われたのです。 

異邦人、教会は、いちじくの木を見なければなりません。イスラエルです。 

イスラエルは生き返り、イスラエルは飛躍しています。 

いいですか？私たちはイスラエルになるのではなく、我々は、イスラエルを見なければなりません。私

たちは、イスラエルに置き換わるのではなく、イスラエルが息を吹き返すのを見て、祝福されるのです。 
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今日、ジャック牧師が、素晴らしい視点で語ってくれました。 

黙示録で、フィラデルフィアの教会への言葉に、こうあります。 

 

9  サタンの会衆に属する者、すなわち、ユダヤ人だと自称しながら実はそうでなく… 

（黙示録 3:9） 

置き換え神学、教会がイスラエルだと主張するものたちは、サタンの教会以外、何者でもありません。

ここは、ユダヤ人がユダヤ人だと主張しているのではありません。ユダヤ人でない者が、イスラエルだ

と主張しているのです。彼らは、イスラエルが、まだ神の選びの民であると信じていないからです。と

ても興味深いです。神が私たちに「見なさい」と言っておられるものを、私たちは、目にしているので

す。 

ただ、私たちは、反キリストの興
おこ

りを止めることは、決して出来ません。 

私たちは、エゼキエル戦争が起こるのを、決して止めることは出来ません。 

しかし、私たちは、世の中の出来事を見て、並行して私達の人生を見るのです。 

そして、私たちが、我々の人生で下
くだ

す決断によって、世の出来事の中での、我々の居場所が決まるので

す。言い換えると、私たちがイエスを選ぶなら、我々と世界との離別が起こります。私たちは、我々が

どこへ行くのか知っています。もし、私たちがイエスを選ぶなら、エゼキエル戦争が起こる時、私たち

は、自分がどこにいるのか知っています。 

ですから、7 年間の大患難があることは決定していて、千年王国があることも、決定しています。その後、

神が全てを新しくされることも決定しています。 

私達に残されているのは、 私達が、そのような人生を生きるだけ。聖書は、告げています。 

 

13 …これらのことを書いたのは、あなたがたが永遠のいのちを持っていることを、あなたがたによく

わからせるためです。 

（第一ヨハネ 5:13） 

もし、あなたが主と共に歩んで生きていて、あなたが新生しているなら、信者としての人生を生きてい

るなら、あなたは、恐れることはないのです。 

あなたは、あなたが永遠のいのちを持っていることを、よく分かっています。 

私たちが連れ去られる時、あなたも連れ去られることを、あなたは、よく分かっています。 

そういうことです。そのため、私たち信者がものごとを観察する事、周りを見渡し、ものごとに目を見

張っておくことが、とても大切なのです。 

なぜなら、携挙が差し迫っていますから。すぐそこまで来ています。 

その時まで、私たちは、主の仕事に従事するのです。私たちは見張り人として目を見張っておかなくて

はなりません。そして私たちは、キリストの使節でいなければなりません。私たちは、ここで、彼を代

表しなければなりません。 

ところで、私はいつも言いますが、我々の国籍は、天にあります。 

ですから、私たちは、ここでは“客”なのです。 そして私たちは、私たちが本当に属する家に帰ります。 

 

ということで、ぜひ、フェイスブックで、Proximity カンファレンスでの、「大いなる離別」についての
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私のメッセージをご視聴ください。 

それと同じ霊で、皆さんにお伝えしますが、私たちはこの世にいますが、この世のものではありません。

イエスが祈られた時、彼は、「父よ。彼らを取り去ってください。」 とは言いませんでした。実際には、 

 

15 彼らをこの世から取り去ってくださるように というのではなく、悪い者から守ってくださるように

お願いします。 

(ヨハネ 17:15) 

このために私たちは、次の世代、若者たちに投資すべきだと、私は強く思うのです。 

この世の引き寄せる力、今の時代、彼らの生活の中で、ソーシャルメディアの力は、ひと世代前より、

10 倍は影響力がありますから。ところで、このため Behold Israel は、毎年、世界中から若者をイスラ

エルに連れて行くことに専心しているのです。 

私達は、10 日間、現場で彼らに聖書を教えます。 彼らは、まさに自分たちの目で周辺のこと全てを見て、

そして熱く燃え、この世を騒がせる準備を整えて、家に帰ります。 

ですから皆さん、どうか、これについてお祈りください。お子さんであれ、お孫さんであれ、もしくは、

他の子が行けるように寄付をするか。私達は、この世代を通して、世を騒がせたいと、本当に願ってい

ます。だから私たちは、毎年若者ツアーを行っていますが、彼らは、別人になって帰って行きます。私

たちには、その証がいくつもあります。 

ですから、どうか、お子さんを来させることを考えて祈ってみてください。年齢は、18 歳から 26 歳です。

私たちは、この若者の世代に投資したいのです。 

ところで、今年の５月 30 日のツアーへの登録はすでに始まっています。 

ぜひご連絡ください。 今年は、100 人の若者たちが対象です。 

ぜひ、彼らを送ってください。世に彼らを持って行かれないように！ 

皆さん、理解してください。彼らは、未来です。 

そして彼らは、帰って来た時、ただ別人になっているだけでなく、どこであれ、彼らはそれぞれの場所

に、違いをもたらします。 

 

以上です。皆さん、どうか引き続きお祈りください。 

私はこれから、マニラに行って、あちらにいる間に、20 回か 25 回メッセージをします。 

ですから、どうかお祈りください。移動や時差だけでなく、それ以上に、油注ぎが必要です。敵は常に

攻撃して来ますから。メッセージが終わった途端に考えるのです。 

「ああ。良くなかったなぁ。」とか、 

「皆、私の言っている事を理解していなかったなぁ。」とか、 

「メッセージが、明確ではなかったなぁ。」とか。今日もそうです。 

私は、最悪だったと思いました。要点は、メッセージがまっすぐ人々の心に届いて、彼らが変わるよう

に。これを私達は祈っています。 

家にいる私の家族のために、お祈りください。私の旅路のために、ミニストリーのためにお祈りくださ

い。 

何百、何千人という人達が、フィリピンで、 世界中の他の場所で救われるように。 
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皆さん、ありがとうございます。 これから荷造りを終わらせて、 車でロサンゼルス空港に向かいます。 

I love you! ありがとうございます。 God bless you! 

では、アロンの祝福で終わりましょう。 

 

 

24 主があなたを祝福し、あなたを守られますように。 

25 主が御顔をあなたに照らし、あなたを恵まれますように。 

26 主が御顔をあなたに向け、あなたに平安を与えられますように。 

（民数記 6:24～26） 

シャローム。平和の君が、いつでもどこででも、あなたに平安を与えてくださいます。 

彼の名はイエス。平和の君、平和の主、彼にあって、私達には真の平安があります。 

イエスの御名によって。アーメン。 

 

インスタグラムで、私をフォローしてください。新しい事を投稿しています。 

フェイスブックは、Behold Israel です。 ユーチューブも Behold Israel。 

お知らせのベルを、オンにしておいてください。 そうすれば、私がライブ配信している時や、動画をア

ップした時に、お知らせが入りますから。 

ツイッターもフォローしてください。 おそらく、一番良い方法でしょう。毎日投稿しています。 

ツイッターは、私の名前に＠Behold Israel です。 皆さん、祝福されると思います。 

ありがとうございます。God bless you! オレンジカウンティーより、I love you！ 

次回は、フィリピンからです。God bless you! シャローム。さようなら。 

メッセージ by Amir Tsarfati/Behold Israel ：http://beholdisrael.org/ 


